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「勝兵は先ず勝ちて、
而る後に戦を求む」

塾長・最高顧問元谷外志雄

第
幻
回
勝
兵
塾
月
例
会
が
、
2
月
時
日
(
木
)
に
ア
パ
グ
ル
ー

プ
東
京
本
社
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
の
ア
パ
グ
ル
ー
プ
代
表
元
谷
外
志
雄
塾
長
に
よ
る

ご
挨
拶
で
は
、
「
茂
木
弘
道
氏
ら
の
『
日
米
戦
争
を
起
こ
し

た
の
は
誰
か
』
を
一
気
に
読
ん
で
素
晴
ら
し
い
と
思
い
、
来
月

号
の
エ
ッ
セ
イ
で
は
こ
の
著
書
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
本
書
は

フ
l
パ
l
回
顧
録
を
論
じ
た
も
の
で
、
先
の
大
戦
に
つ
い
て
甲
」

れ
ま
で
は
日
米
関
係
ば
か
り
が
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
チ
ャ
ー
チ
ル
の
誤
り
や
ル
l
ズ
ベ
ル
ト
の
参
戦
の

背
景
に
ニ
ュ
l
デ

ィ
l
ル
政
策
の
失
敗
や
軍
産
複
合
体
の
存

在
が
あ
っ
た
甲
』
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
甲
』
う
し
た
戦
略
の

誤
り
は
後
に
な
っ
て
わ
か
る
。
本
当
は
ど
う
な
の
か
を
わ
か
っ

て
も
ら
う
た
め
に
私
は
勝
兵
塾
を
開
催
し
て
い
る
。
」
と
、
勝

兵
塾
の
講
師
特
待
生
で
も
あ
る
茂
木
弘
道
氏
ら
の
新
著

を
紹
介
さ
れ
、
「
安
倍
政
権
を
支
え
、
憲
法
改
正
を
実
現
さ

せ
た
い
。
今
年
は
お
そ
ら
く
衆
参
同
時
期
選
挙
に
な
り
、
改

憲
勢
力
で
三
分
の
こ
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
国
会
議
員
の
三
分
の
二
の
賛
成
で
改
憲
を
発
議
し
、
国

民
投
票
に
な
る
が
、
全
国
に
は
九
条
の
会
が
多
数
あ
り
、
国

民
投
票
で
過
半
数
を
取
る
の
は
難
し
い
。
世
論
を
高
め
て

真
っ
当
な
国
に
向
か
っ
て
進
め
る
よ
う
働
き
掛
け
を
し
て
い

き
た
い
。
」
と
、
憲
法
改
正
へ
の
意
気
込
み
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
大

E
・E
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使
館
代
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使
の
ジ
バ
・
・
・
・
・
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・
・
司
幽
圃
圃

ン
・
マ
ジ
ュ
ム
ダ
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、
バ
ン
圃
E

・E・
--aJ凶
駅
脳
圃

グ
ラ
デ
ィ
シ
ユ
の
豊
か
な
自
画
面

ni凶
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幽

E
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圃
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回
関
与
圃
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伊
グ

然
や
世
界
遺
産
を
紹
介
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圃
・
目J

一
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円
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賢
明
翁
堅

圃
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回
開
白
幽
f
g
噌
蝿
固

た
映
像
視
聴
の
後
、
「
パ
ン
・
・
・
a
一
4
・

‘

・
4
者

グ
ラ
デ
ィ
シ
ユ
は
東
南
ア
ジ
圃

i
l
-
-

凶
遍
醤

ア
の
中
心
に
あ
り
、
イ
ン
ド
圃
E
E
E
E
B
B
-闘
圃

樹

園

幽

や
中
固
な
ど
巨
大
な
国
に

M
M
盤

固
ま
れ
て
い
る
。
元
々
イ
ン
ド
の
一
部
と
し
て
1
9
0
年
間
イ

ギ
リ
ス
の
植
民
地
下
に
あ
り
、
そ
の
後
パ
キ
ス
タ
ン
の
一
部
と
な

り
、
1
9
7
1
年
3
月
初
日
に
9
ヶ
月
の
戦
闘
で
3
0
0
万

人
の
犠
牲
者
を
出
し
て
独
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
は
世

界
で
初
め
て
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ユ
を
承
認
し
て
く
れ
た
の
で
、
大

変
感
謝
し
て
い
る
。
世
界
で
最
も
人
口
密
度
の
高
い
国
で
、
日

本
の
4
割
程
度
の
国
土
に
1
億
6
千
万
人
の
人
口
を
有
し

て
い
る
。
独
立
時
の
一
人
当
た
り
の
所
得
は
5
0
0
ド
ル
以
下

で
、
産
業
は
農
業
だ
け
だ
っ
た
が
、
過
去
7
年
間
で
6
%
の
経

済
成
長
を
遂
げ
、
一
人
当
た
り
の
所
得
は
1
、
3
1
6
ド
ル
に

ま
で
増
え
た
。
輸
出
は
繊
維
産
業
に
依
存
し
て
お
り
、
R
M
G

(
既
製
服
)
が
輸
出
の
初
%
を
占
め
、
世
界
第
2
位
で
あ
る
。
日

本
と
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ユ
と
の
関
係
は
、
7
世
紀
に
仏
教
を
日

本
に
紹
介
し
た
こ
と
で
始
ま
り
、
7
3
6
年
に
は
ボ
テ
ィ
セ
l
ナ

(
回
。
門
F
2
8
ω
)
が
日
本
に
来
て
仏
教
を
広
め
、
7
5
2
年
に
は

東
大
寺
で
大
仏
の
開
眼
式
を
行
っ
た
。
タ
ケ
ダ
さ
ん
と
い
う
日

本
人
が
1
9
1
2
年
に
べ
ン
ガ
ル
の
女
性
と
結
婚
し
て
、
両
国

の
友
好
ム
l
ド
が
盛
り
上
が
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
日

本
に
味
方
し
た
。
べ
ン
ガ
ル
の
英
雄
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
l
ス
は
、
日
本

陸
軍
に
入
っ
て
一
緒
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー
シ
ア
で
イ
ギ
リ
ス

軍
と
戦
っ
た
。
東
京
裁
判
で
は
日
名
の
判
事
が
選
ば
れ
た
が
、
唯

一
べ
ン
ガ
ル
出
身
の
パ
l
ル
判
事
が
日
本
人
を
全
員
無
罪
と
す

る
文
書
を
提
出
し
た
。
1
9
7
3
年
に
は
シ
エ
イ
ク
・
ム
ジ
ブ
ル

初
代
大
統
領
が
日
本
を
訪
問
し
、
1
9
7
5
年
に
は
日
本
の

皇
太
子
殿
下
、
皇
太
子
妃
が
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ユ
を
訪
れ
る
な
ど

緊
密
な
関
係
が
で
き
、
2
0
1
4
年
に
は
安
倍
総
理
が
パ
ン

グ
ラ
デ
ィ
シ
ユ
を
訪
問
し
て
い
る
。
J
I
C
A
か
ら
こ
れ
ま
で
派

遣
さ
れ
た
1
、
2
0
0
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
で
発
展
の

基
礎
を
作
る
こ
と
が
で
き

た
。
日
系
企
業
が
2
0
0

社
進
出
し
て
お
り
、
車
の

初
%
は
ト
ヨ
タ
、
ド
ラ
マ
「
お

し
ん
」
は
大
変
人
気
が
あ

る
。
国
旗
も
日
本
の
国
旗

を
参
考
に
作
ら
れ
た
。
こ

れ
か
ら
益
々
両
国
の
関
係

が
深
ま
っ
て
い
く
。
」
と
、
政
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治
的
文
化
的
に
深
い
繋
が
り
を
持
つ
日
本
と
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ユ

の
関
係
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
l

g
ノ

ー

ベ
ル
賞
受
賞
教
授
の
サ
l
中
松
義
郎
博
士
か
ら
、
パ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
の
経
済
発
展
と
日
の
丸
に
似
た
国
旗
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
、
マ
ジ
ユ
ム
ダ
様
は
、
「
次
の
産
業
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
、
日
本
を
モ
デ
ル
に
政
府
が
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
海
外
か
ら
の
投
資
を
求
め
て
い
る
。
国
旗
に
つ
い
て

は
、
初
代
大
統
領
が
独
立
後
、
『
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
一
番
の

友
人
は
日
本
だ
」
と
し
て
、
日
本
の
国
旗
を
参
考
に
し
た
。
緑

は
豊
か
な
大
地
を
表
し
、
赤
は
独
立
の
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
た

3
0
0
万
人
の
血
を
表
し
て
い
る
。
」
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

衆
議
院
議
員
・
自
由
民
主
党
一
億
総
活
躍
推
進
本
部

長
の
逢
沢
一
郎
様
は
、
「
T
P
P
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
の

.

.

.

.

.

.

.
は
、
太
平
洋
に
面
し
て
い
る
国
々
は
経
済

.

.

.

.

.

.

.

.
規
模
が
大
き
く
、
成
長
し
て
お
り
、
世
界

閣
官
・
・
圃
歯
.
を
牽
引
し
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か
し
こ
の

ず
寝
泊
削
減
倒
1
地
域
も
い
ず
れ
成
熟
し
、
伸
び
は
鈍
化
す

F
刊

p
'
w凶
F

髭
V
R

;
二
縄
姐
趨
旬
る
。
次
の
主
役
は
イ
ン
ド
や
パ
ン
グ
ラ
デ
イ

?
、
A
L幽
シ
ュ
、
ア
フ
リ
カ
を
含
め
た
環
イ
ン
ド
洋
の

1

齢
詞
闘
圃
国
々
だ
ろ
う
。
ア
フ
リ
カ
は
貧
困
や
感
染

E
・

E
・
齢
制
蹴
症
、
テ
ロ
、
気
候
変
動
な
ど
の
問
題
は
あ

園
田
・
・
・
・
・
・
る
が
、
将
来
の
可
能
性
が
見
え
て
き
て
お

り
、
希
望
の
大
陸
に
な
り
う
る
。
イ
ン
ド
は
人
口
で
中
国
を
抜

く
の
は
近
い
将
来
確
実
で
あ
り
、
圏
内
の
問
題
も
モ
デ
ィ
首

相
を
中
心
に
対
処
を
進
め
て
い
る
。
日
本
は
地
球
規
模
で
国

益
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
下
水
道
や
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
、
蓄
電
器
な
ど
の
技
術
を
、
戦
略
性
を
持
ち
な
が

ら
移
し
て
い
く
。
さ
ら
に
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
て

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。
人
口
が
減
少
し
、
特
に
働
い
て
納

税
す
る
人
が
相
対
的
に
少
な
く
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
G
D
P

を

5
0
0
兆
円
か
ら
6
0
0
兆
円
へ
増
や
し
て
い
く
。
特
許

庁
長
官
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
特
許
出
願
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
質
も

堅
調
に
推
移
し
て
い
る
と
い
う
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
で
は
苦

戦
し
て
い
る
が
、
素
材
や
化
学
の
分
野
で
強
さ
を
発
揮
し
て
い
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で
エ
、
不
ル
ギ
ー
を
無
駄
に
し
な
い
と
い
う
考
え
方
を
日
本
か
ら
学

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
は
資
源
が
な
い
か
ら
国
造
り
か

ら

E
E
S
の
考
え
方
に
依
っ
て
い
た
。
日
本
が
世
界
で
一
番
学
ぶ

べ
き
モ
デ
ル
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
、
私
は
1
9
9
6
年
に
イ
ン

ド
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
日
印
で
一
緒
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、

新
し
い
発
展
モ
デ
ル
を
世
界
に
提
供
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
き

た
。
日
本
の
国
造
り
と
同
様
に
、
日
本
の
会
社
も
エ
、
不
ル
ギ
l
効

率
を
考
え
て
い
る
。
ア
パ
ホ
テ
ル
は
エ
、
不
ル
ギ
l
コ
ス
ト
を
考
え
、
様
々

な
工
夫
を
し
て
、
C
0
2
排
出
量
を
三
分
の
一
に
し
て
い
る
。
世

界
の
ホ
テ
ル
が
学
ぶ
べ
き
モ
デ
ル
で
あ
る
。
世
界
の
戦
争
は
エ
、
不
ル

ギ
l
問
題
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
は
エ
、
不
ル
ギ
ー
の
ほ
と

ん
ど
を
輸
入
し
て
い
る
。
原
子
力
で
は
日
本
や
ア
メ
リ
カ
と
協

定
を
結
ん
で
い
る
。
現
在
で
は
ソ
ー
ラ
ー
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
内

日
印
ョ
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ユ
や
パ
キ
ス

タ
ン
、
ネ
パ
l
ル
、
ア
セ
ア
ン
、
中
近
東
な
ど
を
含
め
た
社
会
経
済

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
デ
リ
!
と
ム
ン
パ
イ
を
結
ぶ

大
動
脈
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
産
業
を
創
る
と
き
は

生
産
量
だ
け
で
な
く
エ
、
不
ル
ギ
l
効
率
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
大
動
脈
が
で
き
れ
ば
、
三
分
の
一
の
エ
、
不
ル
ギ
l
で

同

じ
量
の
生
産
が
で
き
る
。
日
印
が
2
国
間
の
関
係
だ
け
で
な
く

人
類
の
た
め
の
関
係
と
な
り
、
世
界
に
新
し
い
モ
デ
ル
を
発
信
し

て
い
く
。
日
月
に
は
両
国
の
官
民
が
集
ま
一
.

.

.

ゾ
.

----a
・・・・・・必

り
、
日
印
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
の
ロ
!
ド
マ
ッ
フ
を
一
・
・
白
・
・
‘
，

作
ろ
う
と
し
て
い
る
。
」
と
、
日
本
の
発
展
由
・
園
ザ
ノ

モ
デ
ル
の
素
晴
ら
し
き
を
指
摘
さ
れ
、
日
印
一
圃
・
咽
可I
J

関

係

発

展

の

た

め

の

取

り

組

み

と

世

界

一

二

一

一

詰

規
模
で
の
貢
献
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
一
一
圃

F
-啓
一

衆
議
院
議
員
の
田
畑
裕
明
織
は
、
「
2

園・・・

月
は
外
交
分
野
で
様
々
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。

-
E
E
E

・
E

・-

7
日
に
は
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
、
一
U
Hけ
け
げ
け

日
本
も
経
済
制
裁
を
打
ち
出
し
た
。
一
方
で
粒
致
の
解
決
に
向

け
て
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
合
意
の
履
行
を
求
め
、
対
話
と
圧
力
の
双

方
を
使
い
分
け
て
い
く
。
凶
日
に
は
ジ
ユ
、
九
:
l
ブ
で
開
か
れ
た
国

連
欧
州
本
部
の
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
で
、
昨
年
末
の
日
韓
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外
相
会
談
で
の
合
意
を
前
提
に
、
従
軍
慰
安
婦
の
強
制
連
行

を
否
定
す
る
政
府
見
解
を
示
し
た
。
こ
れ
は
小
さ
な
一
歩
で
あ

る
。
ま
た
、
勾
日
は
竹
島
の
日
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
新
し
い
ス
テ
ー
ジ

に
入
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。
外
国
人
の
雇
用
に
つ
い

て
昨
年
は
引
万
人
で
急
増
し
て
い
る
。
政
府
は
高
度
人
材
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
別
で
は
中
国
が
辺
万

人
、
ベ
ト
ナ
ム
が
日
万
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
叩
万
人
と
急
増
し
て
い

る
。
東
京
や
大
阪
な
ど
大
都
市
が
中
心
だ
が
、
地
方
で
も
増
え

て
い
る
。
海
外
に
親
日
派
、
知
日
派
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
国

民
目
線
の
交
流
も
重
要
で
あ
る
。
技
能
実
習
制
度
は
対
象
を

η
業
種
か
ら
拡
大
し
、
就
労
期
聞
を
延
ば
し
て
い
く
。
更
に
ビ
ザ

を
緩
和
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
交
流
を
図
っ
て
い
く
。
」
と
、
外
交
分
野
に

お
け
る
課
題
と
政
府
の
取
り
組
み
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
理
事
の
杉
原
誠
四
郎

・
・
・
・
副
・
・
様
は
、
「
「
日
本
人
の
原
爆
投
下
論
は
こ
の

.

.

.

.

.

.

.

ま
ま
で
よ
い
の
か
』
を
先
日
出
版
し
た
。
2

1

J

圃
・
・
・
.
月
時
日
に
行
わ
れ
た
女
子
差
別
撤
廃
委

樗
〆1

・・咽，訓

uu
麟
幌
医
口M
員
会
で
外
務
省
が
慰
安
婦
強
制
連
行

γw雌
圃

瑠

a圃
説
は
吉
田
清
治
の
嘘
に
基
づ
い
た
朝
日

j

h
随
駈
調U
M

柳
時
幽
圃
盟
国
間
幽
新
聞
の
担
造
記
事
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と

副
司
圃
・
4
鯛
幽
発
言
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
担
造
記
事
が

・
・
・
・
出
箇
わ
か
っ
た
と
き
に
政
府
見
解
を
出
す
べ
き

.

.

.

.

羽
通
で
あ
っ
た
。
慰
安
婦
問
題
の
主
犯
は
朝
日

新
聞
で
あ
る
が
、
外
務
省
の
責
任
も
重
い
。
そ
れ
で
も
政
府
見

解
を
示
し
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
『
つ
く
る
会
』
が

き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
自
民
党
が
外
務
省
の
背
中
を
押
し
た
こ

と
で
実
現
し
た
。
そ
の
他
に
も
外
務
省
の
問
題
は
看
過
で
き
な

い
。
敗
戦
に
よ
り
外
務
省
は
漬
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
ア
メ
リ

カ
の
番
犬
に
な
っ
て
生
き
残
っ
た
。
自
虐
史
観
に
つ
い
て
、
本
来

国
民
が
叩
年
間
も
編
さ
れ
続
け
る
訳
が
な
い
の
だ
が
、
外
務
省

が
そ
の
維
持
装
置
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
昨
年
7
月

の

女

子
差
別
撤
廃
委
員
会
で
『
慰
安
婦
の
真
実
』
国
民
運
動
の
杉

田
水
脈
氏
ら
が
『
慰
安
婦
の
強
制
連
行
は
な
く
、
性
奴
隷
で
は

な
か
っ
た
』
と
発
言
し
た
'
』
と
で
、
今
回
日
本
政
府
の
見
解
を

「 法第でととあじう持九る選い学は 摘る交は32ま二国たの得件すす本聞
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れ
た
逢
沢
代
議
士
や
野
田

元
総
理
ら
が
い
る
。
私
は
政

治
の
道
に
は
進
ま
ず
、
人
類

の
平
和
の
た
め
に
ル
ー
マ
ニ
ア

と
関
わ
っ
て
い
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア

は
と
て
も
親
目
的
な
国
で

あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦

で
は
ド
イ
ツ
の
前
線
基
地
と
な
り
、
ソ
連
と
戦
っ
て
国
民
の
約

1
割
が
殺
さ
れ
た
が
、
王
室
を
追
放
し
て
社
会
主
義
国
家
に

な
っ
た
。
チ
ャ
ウ
シ
エ
ス
ク
は
ソ
連
と
は
一
線
を
画
し
、
中
国
や
北

朝
鮮
と
の
関
係
を
強
め
た
。
今
で
も
北
朝
鮮
に
大
使
館
を
置

い
て
い
る
。
現
大
統
領
の
ク
ラ
ウ
ス
・
ヨ
つ
支
は
人
口
の
1
%に
も

満
た
な
い
ド
イ
ツ
系
ル
l
ヲ
ヲ
人
で
若
者
の
支
持
が
強
い
。
ヨ
ハ

ニ
ス
大
統
領
は
腐
敗
を
撲
滅
し
、
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
と
連

携
を
強
め
て
ル
ー
マ
ニ
ア
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア
に
は
日

本
語
を
学
ぶ
人
も
多
く
、
ル
1
3
3ノ
を
東
欧
か
ら
中
東
に
か
け

て
の
親
日
の
要
と
し
て
、
交
流
を
強
め
て
い
き
た
い
。
」
と
、
日
本

と
ル
ー
マ
ニ
ア
の
架
け
橋
と
し
て
の
活
動
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
塾
長
よ
り
、
「
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
と

ル
ー
マ
ニ
ア
の
独
立
を
保
証
し
た
甲
』
と
で
先
の
大
戦
が
始
ま
っ
た

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
を
し
た
の
は
ル
l
ズ

ベ
ル
ト
が
参
戦
す
る
裏
付
け
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
は
ア
メ
リ
カ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
に
参
戦
し
た
い
と
い
う
理
由

だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ
l
デ

ィ
l
ル
政
策
の
失
敗
に
対
し
て
戦
争
特

需
で
挽
回
し
よ
う
と
軍
産
複
合
体
と
結
託
し
て
い
た
と
い
う

背
景
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
日
本
を
経
済
封
鎖
で
追
い
込
み
、
徴

兵
制
や
レ
ン
ド
リ
l
ス
法
を
定
め
て
戦
争
準
備
を
進
め
た
の
で

あ
る
。
軍
産
複
合
体
は
そ
の
後
も
朝
鮮
戦
争
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

湾
岸
戦
争
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
、
イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
、
公
共

事
業
の
よ
う
に
戦
争
を
行
っ
て
き
た
。
日
本
が
降
伏
の
意
思
を

示
し
て
い
た
の
に
原
爆
の
開
発
ま
で
戦
争
を
引
き
伸
ば
し
、
原

爆
を
投
下
し
た
の
は
、
単
に
戦
後
世
界
覇
権
を
握
る
た
め
だ
け

で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
支
援
に
よ
り
軍
事
モ
ン
ス
タ
ー
と
な
っ
た
ソ

連
と
の
第
三
次
世
界
大
戦
を
冷
戦
に
押
し
込
め
た
。
真
珠
湾



攻
撃
の
通
告
の
遅
れ
は
あ
っ

た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
暗
号
を
解

読
し
て
す
で
に
わ
か
っ
て
お
り
、

新

鋭

艦

や

空

母

を

事

前

に

離
脱
さ
せ
、
ア
リ
ゾ
ナ
を
固
に

し
て
定
員
を
超
え
る
兵
を
押

し
込
め
、
日
本
の
攻
撃
の
6

分
後
に
誘
爆
し
、
真
珠
湾
の

犠
牲
者
の
半
数
が
ア
リ
ゾ
ナ
の
乗
員
と
な
る
不
自
然
な
状
況

で
あ
っ
た
。
唱
」
れ
は
『
メ
イ
ン
号
」
を
思
い
出
さ
せ
る
。
当
時
ア
メ
リ

カ
国
民
の
お
%
は
戦
争
に
反
対
し
て
い
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
や
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
が
高
い
評
価
を
受
け
て
き
た
の
は
、
勝
者
が
歴
史
を
創

る
か
ら
で
あ
る
。
最
近
で
は
ケ
ン
ト
・
ギ
ル
パ
!
ト
氏
や
ロ
バ
l
ト
・
エ

ル
ド
リ
ッ
ヂ
氏
、
ト
ニ
l
・
マ
ラ
l
ノ
氏
な
ど
多
く
の
外
国
人
が
歴

史
の
真
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
が
原
爆
投
下
を

正
当
化
す
る
た
め
日
本
を
悪
い
国
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
原
爆
投
下
の
呪
縛
を
解
き
、
握
造
さ
れ
た
歴
史
観

を
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
軍
』
の
勝
兵
塾
を
、
様
々
な

方
々
の
話
を
聞
く
こ
と
で
真
実
を
知
る
場
と
し
て
い
き
た
い
。
」

と
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
真
実
を
紹
介
さ
れ
、
今
後
の
取
り
組

み
へ
の
意
気
込
み
を
示
さ
れ
て
会
を
締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。

第
五
十
八
回
勝
兵
塾
月
例
会
の
ご
案
内

・
日
時
・
場
所

平
成
二
十
八
年
三
月
十
七
日
(
木
)
十
九
時
1
二
十
一
時

(
十
八
時
三
十
分
受
付
開
始
)

場
所
/
ア
パ
ホ
テ
ル
〈
東
京
潮
見
駅
前
〉
※
月
例
会
後
に
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。

〒

1
3
5
・0
0
5
2
東
京
都
江
東
区
潮
見
2
E
8
E
6

ア
パ
赤
坂
中
央
ピ
ル
(
宮
0
3
'
5
6
5
3
'
8
1
1
1
)

-
メ
イ
ン
講
師

衆
議
院
議
員
亀
岡
偉
民
様

衆
議
院
議
員
辻
清
人
様

在
日
ロ
シ
ア
人
会
会
長
ユ
l
リ
l
・
ブ
!
ラ
フ
様

。
他
講
師
依
頼
中

第
祁
回
勝
兵
塾

関
西
支
部
月
例
会
開
催

1
月
初
日
(
火
)
ア
パ
ホ
テ
ル
〈
大
阪
肥
後
橋
駅
前
〉
に
て
、

第
お
回
勝
兵
塾
関
西
支
部
月
例
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。回
目
頭
の
塾
長
講
話
に
て
代
表
は
、
A
p
p
l
e

T
o
w
n
最

新
3
月
号
掲
載
の
社
会
時
評
エ
ッ
セ
イ
を
引

用
し
、
力
の
論
理
に
支
配
さ
れ
る
世
界
の
現
実
を
直
視
し
、

露
中
の
帝
国
主
義
へ
の
警
鐘
、
武
器
効
率
に
リ
ー
ド
さ
れ
た

世
界
覇
権
の
歴
史
、
日
本
の
最
先
端
技
術
に
よ
る
安
全
保

障
維
持
の
必
要
性
に
つ
い
て
鋭
く
喝
破
分
析
し
、
不
断
の
言

論
活
動
が
日
本
の
国
益
に
何
兆
円
も
の
貢
献
を
果
た
し
て
い

る
の
か
を
論
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
御
猟
野
乃
社
賀
茂
神
社
禰
宜
岡
田
能
正
様
、

奈
良
県
御
所
市
議
会
議
員
杉
本
延
博
様
、
京
都
大
学
大

学
院
グ
レ
ン
コ
・
ア
ン
ド
リ
l
様
、
兵
庫
医
科
大
学
免
疫
学
医

学
博
士
中
平
雅
清
様
、
勝
兵
塾
事
務
局
長
諸
橋
茂
一
様

の
各
講
師
陣
の
多
彩
な
見
地
か
ら
、
日
本
文
化
の
本
質
、
喫

緊
の
国
際
情
勢
、
憲
法
改
正
に
百
一
る
意
義
深
い
講
義
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
塾
長
閉
会
の
辞
に
お
い
て
代
表
は
、
各
講
師
の

見
解
を
大
局
的
に
怖
敵
さ
れ
て
、
真
正
保
守
派
は
危
急
の
問

題
を
前
に
、
小
異
に
拘
ら
ず
団
結
し
て
時
局
に
当
た
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
力
強
く
宣
言
し
、
知
的
興
奮
に
溢
れ
た
月
例
会

を
締
め
括
り
ま
し
た
。

2
月
お
日
(
火
)
に
開

催
い
た
し
ま
し
た
第
ぬ

回
勝
兵
塾
関
西
支
部
月

例
会
の
様
子
は
次
月
号

に
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

第
刊
回
勝
兵
塾
関
西
支

部
月
例
会
は
3
月

幻

日

(
火
)
に
、
ア
パ
ホ
テ
ル
〈
大

阪
肥
後
橋
駅
前
〉
に
て
開

催
予
定
で
す
。

金第
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支回
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開
催

2
月
幻
日
(
日
)
ア
パ
ホ
テ
ル
〈
金
沢
駅
前
〉

に
て
、
第
必
回
勝
兵
塾
金
沢
支
部
月
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
講
師
と
し
て
、
中
村
勲
石
川
県
議

会
議
長
、
不
破
大
仁
石
川
県
議
会
議
員
、
高

岩
勝
人
金
沢
市
議
会
議
員
に
ご
講
演
を
頂

当
C
忌
品
I
レ
れ
~
。

塾
長
か
ら
は
、
「
フ
l
パ
l
大
統
領
の
回
顧
録
」
に
つ
い
て
記

述
さ
れ
た
「
日
米
戦
争
を
起
こ
し
た
の
は
誰
か
ル
l
ズ
ベ
ル
ト

の
罪
状
・
フ
l
パ
!
大
統
領
回
顧
録
を
論
ず
」
(
勉
誠
出
版
)

を
ご
紹
介
さ
れ
、
「
こ
の
著
書
の
中
で
加
瀬
英
明
氏
は
、
日
米

戦
争
の
責
任
は
ア
メ
リ
カ
に
あ
り
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
罪
は
非
常

に
大
き
い
と
明
言
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
日
本
の
無
線
を
傍

受
し
、
真
珠
湾
攻
撃
の
暗
号
を
解
読
し
て
分
か
っ
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
現
地
に
知
ら
せ
ず
ア
メ
リ
カ
側
の
被
害
を
わ

ざ
と
大
き
く
し
、
米
国
民
の
怒
り
を
駆
り
立
て
た
。
戦
後
初

年
た
っ
て
、
、
』
う
い
っ
た
真
実
の
歴
史
が
明
る
み
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
今
は
、
不
ッ
ト
で
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
情
報
を
集
め
る
こ
と

が
出
来
る
の
だ
か
ら
、
勝
兵
塾
で
学
ん
だ
、
」
と
を
元
に
自
ら
調

べ
、
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
」
と
、
日
米
戦
争
の
真
実
と
、

真
実
の
歴
史
を
自
ら
知
ろ
う
と
す
る
姿
勢
の
大
切
さ
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
日
月
に
行
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の

行
方
に
つ
い
て
質
問
が
及
ぶ
と
、
「
現
在
予
備
選
挙
に
お
い
て
、

共
和
党
の
中
で
ト
ラ
ン
プ
氏
が
優
勢
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
数

の
多
い
低
所
得
者
層
の
関
心
を
集
め
る
戦
法
で
票
を
集
め

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
今
後
、
共
和
党
の
大
統
領
候
補
と
し
て

言
論
戦
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

民
主
党
の
ク
リ
ン
ト
ン
候
補
に
勝
て
る
の
は
デ
ィ
べ
l
ト
力
・
若

さ
で
勝
る
ル
ピ
オ
氏
し
か
い
な
い
。
」
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

次
回
の
勝
兵
塾
金
沢
支
部
月
例
会
は
3
月
初
日
(
日
)
、

ア
パ
ホ
テ
ル
〈
金
沢
駅
前
〉
に
て
開
催
予
定
で
す
。
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